
新規機能性材料の創生を担う現代の粉体工業において、湿式プロセスは益々その多様性を増している。
特に近年では、新機能の発現を目的とした液相中における微粒子の挙動制御や構造化などが関心の的で
ある。今後、さらなる多様化に対応するには、湿式プロセス分科会が有する単位操作に関する最新情報
を会員の皆様に広く提供し、それに対するフィードバックをもとに単位操作の革新を図ることが重要で
あると考えている。
そこで今回は、分散、湿式分級、固液分離という単位操作をキーワードとして、当分科会のメンバー

を中心に経験豊かな方々にご協力いただき、最新の研究成果ならびに装置の開発動向について紹介いた
だいた。

神戸大学大学院の菰田悦之氏には「粒子分散手法と分散状態評価の動向」と題し、分散装置とその機
構、および分散状態の評価原理について解説いただいた。分散装置に関しては、ホモジナイザーやボー
ルミル、ビーズミルの他、最近注目されているコンタミフリーの装置を紹介いただいた。また、分散状
態の定量的な評価については、顕微鏡を用いた凝集体の直接観察法や超音波の減衰を利用した粒子径分
布測定法、さらに分散液の粘度推算式の利用法について解説いただいた。高精度なものづくりには分散
状態の詳細な理解が欠かせないことを改めて認識させられる。

日本スピンドル製造㈱の浅見圭一氏には「キャビテーションを利用した高速分散装置について」と題
し、次世代電池材料の課題と分散装置の観点からの解決方法について紹介いただいた。高容量化が期待
できる正極活物質であるハイニッケル系化合物は水分散液が強アルカリになり、負極活物質である Si、
SiO は充放電時に大きな体積膨張・収縮を伴うことが課題である。同社のキャビテーションを利用した
分散装置を用いると、正極活物質では炭酸ガスによる中和が、また負極活物質では水系ポリイミドバイ
ンダーとの複合化によるサイクル特性の改善が可能になり、夢であった両極水系スラリー化と高容量電
池の実現が期待できるとのことである。

第一工業製薬㈱の佐貫淳氏には「分散剤について」と題し、その代表的な例としてリチウムイオン電
池に利用されるカルボキシメチルセルロースナトリウム（CMC）について紹介いただいた。CMCは一
般に増粘剤として知られているが、リチウムイオン電池の負極活物質である黒鉛の水系スラリーを調製
する際の分散剤としても利用されている。CMCの分子量が電池寿命に及ぼす影響や、良好な放電容量
を維持するには活物質、バインダー、CMCを適切に選定することが重要であると記されている。

広島大学名誉教授の吉田英人氏には「最近の湿式分級技術」と題し、液体サイクロンの捕集効率を向
上させる方法、ならびに静電場を利用したサブミクロン粒子を対象とする水ふるい装置に関し、最近の
研究成果を解説いただいた。サイクロンの内部構造や原料スラリーの温度と捕集効率との関係を、豊富
なデータをもとに詳述いただいた。垂直型の水ふるい装置では電場を与えることにより、５０％分離粒子
径は最小０．６２µmが達成されたことも報告されている。
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特集「多様化するスラリーハンドリングの新展開」を企画して
特別編集担当 湿式プロセス分科会 岩田 政司、菰田 悦之、石川 敏
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佐竹化学機械工業㈱の佐藤誠氏には「高精度湿式分級装置の開発と適用事例」と題し、高精度分級を
実現するための技術的要点とともに、同社の最新分級装置の特徴と適用事例を紹介いただいた。微粒子
になるほど沈降速度が遅くなるため遠心分離機を利用することが多いが、分級精度が低いという課題が
あり、これを解決したのが同社の装置である。分離粒子径は従来機と同様に流体抗力と遠心力との釣り
合いで決まるが、流体の流れにより生じていた粗粒の微粒側への混入を独自のローター形状により抑制
し、極めて高い分離精度を実現している。

大阪府立大学名誉教授の岩田政司氏には「固液分離技術の動向」と題して、FILTECH２０１９（１年半
ごとにドイツで開催される展示会ならびに講演会）から、いくつかのトピックを紹介いただいた。ろ材
に関しては、耐摩耗性を向上させるためのコーティング技術やろ過寿命の長期化を狙った三次元構造の
金網、またCTや CFDを利用したろ材構造の最適化などについての展示・講演があった。ろ過機につ
いては、IoTや AI の導入が進み、熟練技能者でなくても工程管理できるシステムや、目詰まりを検知
してトラブルを未然に防ぐシステム、画像処理によりろ材の汚れ具合に応じて洗浄ノズルを制御するス
マート洗浄などが紹介された。生体模倣によるろ過機構の研究なども紹介されており、今後も注視すべ
き展示・講演会である。

タナベウィルテック㈱の大和敦司氏には「粘着性（ナノ粒子）ケークの排出を可能にした超高速遠心
分離機の開発」と題し、とくにナノレベルの固液分離に適した遠心分離機を紹介いただいた。ナノレベ
ルの粒子の場合、遠心分離後のケークは粘着性が強く、機外への排出が困難であることが多い。同社の
超高速遠心分離機の最大の特徴は２種類のスクレーパーを有することであり、１本のスクレーパーで回転
体壁面からケークを掻き取った後、そのスクレーパーに付着しているケークをもう１本のスクレーパー
で掻き取って機外に排出できる。ケークの自動排出で無人運転が可能となり、省力化はもちろんのこと、
ハザード物質へも対応できるようになったことは大きな利点と言える。
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